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16久屋四次元化構想
日常から孤立した島
・さまざまなイベントを開催するエリア→イベント時はにぎわうが日常は閑散
・北エリア「Hisaya odori Park』:
　商業と一体化しにぎわいを生んでいるが、「裏側」が生まれているのも事実
・2つの分断
　①平面の分断:
　　車道による広場と沿道のにぎわいの分断+広幅員による栄のまちの東西分断
　②断面の分断:
　　駐車場など地下利用に伴う隆起による分断
・再生方針
　「新たな創造が生まれるウォーカブルタウンのコア」
　 →歩きやすい・歩きたくなるまちづくりの必要性

スーパーブロックと地形操作によって“4次元”でつなげる

PHASE3:まちの更新 - 建替えルールの誘発
境界の融解と栄全体への広がり
・豊かな外部空間が不動産価値を高め、周辺ビルの建替え·更新時に「減築」や
 「セットバック」を誘発 →屋内外が融合した都市空間を創出
・にぎわいが久屋大通を超えて周辺エリアへも広がり、まち全体として歩きたく
　なる魅力が向上する

■現状 ·課題

■提案

PHASE1:基盤整備
-スーパーブロックと地盤の連続化
車中心から人中心へ、物理的バリアの撤廃
・スーパーブロック︓久屋大通の車道と街区割を再編
　→歩行者中心の「メガブロック」と、低速車両のみの「ギガブロック」
・地下駐車場を撤廃し、なだらかに連続した地形にする

PHASE2:空間デザイン
-地形の建築化・家具化

メガブロックギガブロック 10主要道路

現状 提案︓二段階のスーパーブロック

提案︓地盤の連続化

提案︓滞在のしかたを提供する地形操作（例︓メクレヒロバ）

現状

メガブロック

建物 沿道 車道 広場

クスノキ並木

なだらかにつなげて
アクセス性と視認性向上

平面・断面ともに
バリアとなっている

活動が新たな
顔となるゆるやかな傾斜に

座ってぼんやりシームレスにつながる

ピロティ

屋上テラス

西側︓商業が集まる
ポケットパークや小広場
などにぎわう空間

栄エリア全体への波及

久屋大通り→沿道→隣接街区→栄エリア全体へと豊かさが広がる

東側︓オフィスやホテル
カフェテラスやオープンカフェ
など落ち着いた空間

減築

セットバック

セットバック

エリア C

エリア D

エリア D

エリア C

エリア A
エリア A

エリア B

エリア B

ピロティ

通り抜け

ゆとりある建物更新

歩行者・自転車専用
ヒトのための空間へ

地下︓
現在の地下駐車場を活用
し、界隈性のある多様な活
動スペースを創出

他のエリアと連続する外側
にクスノキ
中心には地上噴き出し型の
噴水を設けた親水空間

花、水盤、芝など
多様な自然要素が
多様な滞在空間を
生む
直線状のファニ
チャーが奥に誘導
する

栄地下との連結

周辺 1F レベルと呼応する
テナント配置

日常/非日常、そして都市更新
イベントと日常という時間による二
面性に応えるとともに、沿道のビル
の建替え・改修といった未来を見据
え、周辺建物のあり方に影響を与え
まちを変えていくトリガーとなる

ウォーカブルな動線と守るべき軸線
車道を減らし、人のための動線を
増やしつつも、クスノキ並木は残し
南北の軸線は保つ

スーパーブロック
隣接の複数街区を久屋大通りとまと
めて一つにし、ヒトや緑の流れが
連続し、ビルとビルの間にも入り込
んでいく

地形操作
何もなかった空間に対して、地形の
起伏によって座り方や向く方向など
佇み方のきっかけを提供し、多様な
使い方を促す豊かな空間へ

一次元:線 二次元:平面 三次元:断面 四次元:時間

日常も非日常も居場所となる よりどころの創出
・地形操作︓地形が家具となり、イベント時も通常時も思い思いに滞在できる

セットバックやテラスなど
屋外空間との関係を意識し
た建物のあり方を誘発

スーパーブロックによって
つながっていることで、
人々と緑が自由にビルの間
に入り込んでいく

沿道のビルの内部空間にも影響。窓際に活動が集まる

エリアC -メクレ ヒロバ︓イベントができる広い空間を保ちつつ傾斜
によって佇みも可能。めくれた下には店舗が入り、沿道に新たな顔

エリアA︓フラットな親水空間と季節を感じる植栽
地下鉄駅、オアシス方面からやってくる北からのゲートとなる

エリア C - ヘコミ ヒロバ︓既存の地形を活かした段々は、
イベントの観客席にも、日常の憩えるベンチにもなる

エリア B︓元の地下空間の活用し、駐車場ではなく
人のための空間へ。二層構成で地上と地下が繋がる

緑豊かで歩きやすい・滞在しやすいビルの間のゆとり

元の建物配置

更新後建物
（予測）

栄側ゲート空間

大須側ゲート空間二種類の広場空間

メクレ ヒロバ

ヘコミ ヒロバ

地下連結空間
現状︓
円形の噴水で強い中心性
うっそうとした薄暗い空間

ファニチャー 四季を感じる低木

地形操作によって滞在性の
アフォーダンスの寄与

クスノキ下ベンチはひっそ
りとしたプライベート感の
ある空間

地上︓
木と馴染む角度をふった
テナント空間
光庭で地上と地下の連結

glass

water

flower

パブリック
プライベート プライベート

東側 GL
西側 GL

森の地下街
地下鉄
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